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＜再来患者様情報＞
・坂上　典子様～外来受診について次回2/5(金)の予定だが、頓服薬が不足となること・最近の本人の状態から薬剤調整も必要と思われるため、早期受診促し本人・母様了承される。外来へ早期受診相談し1/29(金)9：30～10：30で受診可能との事。本人へ再度連絡し左記日程にて受診予定となる。今回は母様の代理受診ではなく本人も受診意思あり。
・佐々木　晃登様～ADHDの診断で本日よりインチュニブ開始する。診察前に血圧測定行う。
＜新患予約状況・入院予定＞
1/29（金）
馬渡Dr：寺澤　タカ様（再来・センター）、武山　レイ子様（センター）、
土嶺　晴子様（入院・センター、医事外来スキャンの中に鑑別薬剤の情報あり）　
田名部Dr：小西　哉子様（精神）、大西　綾音様（精神）
 2/1（月）
金Dr：川村　みゆき様（精神）
2/2（火）

深澤Dr：杉山　舞様（精神）、金澤　和夫様（入院・センター）
馬渡Dr：澤上　春彦様（センター）
垂水Dr:小野　真由美様（精神）

 2/3（水）
金Dr：田村　ハナヱ様（センター）
＜医師のスケジュール確認＞
垂水Dr：2/1（月）休診　2/2（火）に代診（再来のみ）
金Dr：2/8（月）休診
東海林Dr：1/29(金)休診　

＜通所・五福への導入・利用を開始したいケースの確認＞

五福
・関原　紗奈恵様、山下　幸子様、山田　晃大様（2/6退院）、蕨　真理様
通所
 ・なし
＜連絡事項＞
■外来より

・発熱外来が、1月20日から開始となりました。月曜日～金曜日16:00～17:00、1日3件まで対応可能です。手順やマニュアルについては、看護科共有⇒診療・検査医療機関の指定のフォルダー内の①発熱者診察にあります。昨日の検討会を踏まえ、更新中でもあります。医師は、基本当直医が対応します。
月・火：深澤Dr、水：金Dr、木：田名部Dr、金：馬渡Dr

受診相談は、佐藤AOM、佐藤JGM、赤坂SGM、西山看護師の4人になります。

場所は、特別診察室を使用する。モニター面会用の画面を使用し診察となる。
特別診察室側の電話番号：0306、プレハブ側の電話番号：0203

■通所より
・高杉　晴樹様
11月デイケアの利用が滞っており、架電するが応答の無い状況が続いていた。1月初旬の主治医面談では、デイケアを辞めたいと希望していた。25日（月）架電すると応答あり、”利用する意味が分からない””もう辞めたと思っていた”と。今後は母様の意向も確認していく。
・豊川　明男様
27日（水）本人含めケア会議を実施。入院、今後の住居について本人の意向を再度確認。アパートは辞め、現在はGHあおめへの転居を考えていると。入院については依然拒否的である。2時間半程、説明を勧めるが同意は得られず、様子観察を続けることとしている。今後の条件として、2月のデイケアの出席率や服薬状態などを含め検討することとし、デイケアは出席率8-9割を目指すことを目標にしている。上記を達成できなかった場合に再度入院を勧める予定。

■五福より
・特になし
■センターより

・1月に入ってからサポート医研修会が予定されていたが、次年度に延期している。
・ツールの運用状況についてのアンケートあり、協力お願い致します。

■連携室より

・2月10日に医療観察法に関する会議をズームで行う予定。
　参加者：深澤院長、佐藤AOM、赤坂SGM

・日赤の橋本医師が3月いっぱいで退職する予定となっており、医師が直接患者様が受診

の問い合わせをするようにしている様子である。病院から病院への転医である為日赤の
連携室から情報提供して頂くように連絡している。
■検査より
・インフルエンザのワクチン残1
・入院時のコロナ検査ですが、検査している間に佐藤JGMが患者様～書類を受け取り、外回りに渡し新患登録する。

■心理室より

・4月に入職する心理士が1/29病院内を見学予定。
■その他
・感染対策委員会から、週1回ラウンドチェック表を用いて調べることとなりました。

・節酒プログラムについて、定期的に経過をおって検査実施する場合、どのような項目が望ましいのか検討が必要。
・堀和夫様が初の6か月に入るため、今後どのような体制をしたらよいか検討していく。
・コロナ感染の趣味レーション実施している。

